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「ひな形」の契約書を使い続ける企業は成長できない
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適切な契約書を作成することは紛争リスクを下げるだけでなく、ビジネスの効率化にもつながります。企業の成長に役立つ
契約書の活用方法を紹介します。

複雑化、グローバル化するビジネスにおいて、「契約書」の重要性は高まっています。しかし、重要な取引であるにもかかわ
らず契約書が作成されていない例もまだまだあるようです。

そこで今回は、契約書を作成することがどれだけ重要なのかを再確認し、ビジネスにおけるより積極的な活用方法を紹介し
ます。

何のために契約書を作るのか

そもそも契約書は何のために作成するのでしょうか。実は契約書を作成しなくてもほとんどの契約が法律上有効に成立しま
す。つまり、法律上は口頭のやりとりだけでも十分なのです。にもかかわらず、契約書が重要だといわれるのは次の2つの意
味があるからです。

【1】後日の紛争に備えた証拠化
【2】認識の共有による紛争予防

まず1つ目の「証拠化」の意味について考えてみましょう。紛争となった場合、相手方に要求したい内容を強制的に実現す
るには裁判しかありません。裁判で認められるためには、自社の要求したい内容について、契約当事者間で「合意」があっ
たことを立証しないといけません。

しかし、契約書がない場合、「合意」があったとの立証は非常に困難になります。そのため、相手方に要求したい内容を後
日裁判で確実に実現するために契約書は重要なのです。

2つ目の「認識の共有」について考えてみましょう。紛争はビジネスの内容に対する認識の違いから起こります。例えば代金
はいつの時点から発生するのか、契約解消後、競業する取引先との取引に制限はあるのかなどです。

当該ビジネスにおいて、相手方に求めたい内容が契約書に記載されていると、契約当事者は相手方に期待する内容を事
前に確認することができます。また、例えば損害賠償額を一定の金額とする定めがあれば、裁判をするまでもなく、契約書
に従い紛争を迅速に解決することも考えられます。

このように、契約書を事前に作成していれば、契約書記載の内容については認識を共有できるため、「私は～だと思ってい
た」という誤解による紛争を減らすことができます。このような紛争予防としても契約書は重要です。

契約書の作成は、業務を効率化する鍵

契約書が重要な理由としては基本的には上記の通りですが、これ以外にも効果があります。… 続きを読む
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